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・「国際看護実習」学内成果報告会資料        於 :長野県看護大学 (8月7日)
・本学履修生による日本文化の英語プレゼンテーション資料 (国際看護学Ⅱ)
“日本の夏のすごし方"   小川奈々 増澤真菜実






















本年度のサモア国立大学 と本学の大学問交流協定に基づく学生交流事業 と国際看護実習は、本学に SOI
APERAAMOさん (アモさん 。男性)とAH FUA SAUNOA FAAIUGAさん (ノアさん 。女性)の2名を迎えて行われま
した。国際看護実習は、本学 3年生の 4名が履修 しました。サモアを出発する際の航空機の トラブルにより、
来 日が=日遅れたにも関わらず、留学生たちは来 日した翌朝の授業 (2年次必修科目「多文化共生看護学」)で、
早速パワフルな踊 りとサモア紹介のプレゼンテーションを披露してくれました。



















習 I・ Ⅱだけを終えた3年生。この実習を終えると束の間の夏体みの後、領域実習に入 ります。
暑さの中の異文化コミュニケーション、加えて双方の学年の違いにも立ち向かいながら成果発表会の準備が





















































































往路 (アピア→オークラン ド→ 日本)
7/25(上)アピア 22:10発秘筍2便 (オー クランド乗換)→7/26(日)成田空港第一ターミナル 16:50着NZ99便
復路 (日本→オークラン ド→アピア)


































































26」伊上S伊′,  Arrive in Nattta alrpott at 1 6:30(NZ099)
27」伊ち.MO′7.  Pay a courtesy ca‖to President of NCN,Meeting and Confirrning practicurn schedule,
Meet with pracucum members(NUS and NCN),and ttreicOme party
28-7スv働Fri Pending schedulei Exchange Presentetion about own country,cuiture and Dancing etc
Nursing Practicum in Nursing home,HOsphat and Community etc.
Feedback Presentation about practicum
7θ A[vg,A〃ol,Go to Embassy of samoa in Tbkyo,TOurin Tokyo town












II主,please callme3江ana■li llike the nature such as aOwers,rnountains
nd rice ttelds.And l like tO knOw things I've never known befOre.I wanttO
go to SamOa,Pin 100kin手子fOr、vard tomeeting you!
Hel101 1trn Yllka..Nice tO meet youψI like traveling,sttrinlming and
books Or I'nl 100kiforward tO and
HilVヽhat is yOur recoHl14endation foodin Samoa?Please ten l■el l like tO
eatAハ! I hved in ⅣIatsumOto city where has very beautiful cityscaper So I
wantyoutoseetherelIImlookingforwardtomeetinga dstudyingWlth
I tientfOr visit, ,m lnla ur
Hil l hOOk living healthy l部e nOw,I drink vegetable juice






























































































Presentation by山Is.Sachiyo Ⅲ生 akoshi
Presentation by NCNふ/1s.ⅢIisaki五もkoya and WIs,Nana Nakatsuka
“」apanese Culture"in English
Presentation about Samoa by NUS students
Performance and Dance by NUS students
Q&A,Communication with High School students




















●What we learned through this
・ Interview









eSamoans say WFanau le teine fana lhnau,
fanau le tama le tatau''orin English WIfa
girlis born it must bear the pain oFbirth,if

















●Respect for the elderly
・ Care for Denentia user
●Therapist










Difficuities through this Practicum
“Poor CoHllnunication"
Learning Outcome
・ PhysicaI Nursing Skilis
・ Nursing Diagnosis
・ High Quality of Care
●Important oFTherapist
●Portion oF Food
・ Rcspect Fbr the elderly
●FriendshiP
Japan
・ Respect For the elderly and the falnily
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J‐hat‐We learned―絲 ough th格一オ
イ/
Practicum
l. Interested through this Practicum
2,Dimculties through this Practicum
3・ WVhat being learned froェrl each othe■
interest through this Practicum
●The dittorences Facilities and care provided in evet'y Facnities,
・ suncient Resources
l EFFect"e Care Managem9nt prO胡dCd
うNursinB Care insurance
●PЮper DIVISION and ORCANlZING oFcare
●Rehabilitation in Facilities and Home Care Visit


























































「英語でプレゼンなんてできない !」↑ ψホントですか～? 発表では2人ともすごく堂々としていて、箸にまつわる日本の文化を自分たちでも改めて学んだ上で、2人に伝えることができていましたよ。また、「箸」という生活に欠かせないもの、お生産としても安価で、「技術」も































◆ 授業で作成 した最初のプレゼンは相手に伝える、ということを合 く考えないものだったが、徐でに
アクセントや一つ一つの単語の意味なども考えて発表が行えるようになった。また大勢の前で英語プ
レゼンをさせていただぃた経験は自分にとって大きな自信につながったし、話す力がついた。海タトで










と時間をかけて多角的に紹介 したかったとぃ う点て'ある。実物を回 したり、体験型もやってみたい。
また今回は浴衣を着て行えれば、まり史かったと尾 う。 (ノ↓ヽ




を嗚 らしたり、スライドを進めたり、劾画を流 したり、2ノ、で会話をするような発表を取 り入れたり
してどちらかが発表 している時も2人で発表 しているということを表現できた。また、発表の際は緊


















を食べるという食生活を考えていくとなかなか難 しいものがあると感 じた。(培洋 )
訪問看護 と訪問 リハ ビリテーシヨンのチーム医療を実際に視察 して学んだこと
★ 訪聞チームの対象者についての情銀 を共有することができ、くの話の中でケアの対象者がイll用者だ
けではな く、 その家族 も対象若であることを留学生に伝 えたとき、なぜなのかと理由 を聞かれた。読
明をしたら理解は して くれたが、サモアでは家族が介叢 をするのは普通的であ り、負担だと思わない
とい う考えから、休み もな く介護をしていることは家族に大 きな負担になっているため家方集に もケア
をしていかなければならない とぃ うのは日本の考 え方であるとい う相逹点 を見つけることがで きた。
在宅で生活をしてい くことを維持 してい くために、訪聞チームが様マなケアを行っているとい う考 え
方は共通 していることを理解することができた。 これは、在宅で家族がケアをしてい くとい うサモア
の習慣が影響 していると考える。つま り、病院ではな く、家次のいる在宅ぐ生活をしてい くことが対
象者にとってとても大切であるとい う考 え方を持ってい るため、在宅で生活 をしてい くことを維持 し
てい くことは~重要であると考 えることがで きた。(増澤 )
受け持ち対象者をとらえる視点の違いや看護問題の抽出を通 して学んだこと
★ 留学生と看叢 F口月題 を話 し合ったとき、イムが考えたことが工確 に伝わってい るか不安であったが、留
学生が毎回こうい うことだよねとわか りやすい英語で確記 して くれ、お互い共有できていることを感
じることができ、とて も嬉 しかった。イムは英語に自信がな く其諸で話すことに消極的にな りやすかっ
たが、“大太夫だから話 してみて"とい う声 もかけて くれた。 そのおかげで自分からどうにか伝 えよ
うと蜂戸とに英語で話すことができ、お互いの考えを少 しで も共有することができた。無理だと最初か
ら尾い込まず、チャレンジしてみようとい う気持ちがとて も木切であることを感 じた。(増澤)
▼ オムたちはまずは疾病 を見て、どんなテ台療 を受けているのか石宦記 して家族構成 を見ていたが、留学生
はイ1用者の情幸Fkでまずは家族からえていた。サモアは大家族でサポー トできる夫 も多く、日上の人の
世話 をするのは当た り前 とい う考え方がある。留学生は家族 を一春に大切に しているためにまずは家
族の情幸Rが家口りたい と思 ったと考えられる。利用者さんに対する声がけも、不ムは参日の調子はどうか、
昨 日はどうだったのか、とインダビューみたぃになっていた。またイl用者 さんが「大変だと思 うけど
頑張って」、「面井見に しっか り感謝 してすごすのよ」とい う言葉に手 を握って、 しっか り目を見て話 し
ていた。経1験の差であるか もしれないが、くの行為が距離 を縮めるきっかけになっていたと思 うし、
人に対 しての接 し方の違いだと思った。(青木)
★ 不ムたちは誕宍口左について「病気である」 と考えていたが、留学生は「加酔の変化の廷長線上の もの
である」と考えていた。看表問題 をあげてい く中で留学生は起 こっている状態を合て間題に しよ うと
していたが、不′、たちは起 こっていて も対象者自身て'出来ていることはあげず、対象者が参、困ってい
ることを問題 としてあげた。サモアには日本のように老夫施設がないから、看讃 と考えると病院の考
え方の,合療 を優先 している考え方を持つ ことにつながるのではないかと考 えた。そのため、留学生は
病院の考え方の治療 を優先する考え方 を持っていて、不ムたちは治療よりも 00とを高めるための今の状
態 を維持するかの考 え方 を持ってい ることから違 った考え方が生まれたのだと考えられた。(増澤 )
●  対象者の間題に「便税」があげられどんなケアをするかとぃ う話題の際、文け持ちの対象考には
下剤のイ史用 と摘便 をすると話すと、サモアでは高船者は尊敬するべ き存在だから、下剤・浣腸は使
用 して も摘便 (指を月工P弓部に入れること)は失ネとにあたるからしないとノアさんが話 し、高齢者 を
軟 う姿勢と、 くのよ うなオ
'元
念のためにケアも変わって くるのだと学んだ。 また褥塔 (仙骨部)と便
桝の問題が挙がっていたときに、便私のために下剤を使 ったとして も、下痢になることで褥塘が患
化する (湿潤 ・汚染)とい う結びつ きにノアさんはヌP座に着日していた。看叢診断で自分は初期に
は身体諏 (疾患盃)に着目しがちなのだが、 ノアさんは早い段階か ら身体箇だけて・な く精神濁や惑
情歯に若目して看表診断 してお り、全体 を観 る力の違い を感 じた。精神置にも若目できる理由とし
ては、サモアの主な co「9 9iVerが家族やシスターて'あるために、一人の匙者に寄 り添 うことの出来
る時間が長いこと 。日本では患者数に対 して看妻師が少な く業務に追われがちて'まずは疾恙とい う
考 えがあるからではないか と考察 した。 (″↓ヽり||)
0 サモアて゛は高船者のケアは住み慣れた家ぐ家族みんなぐ行 うことが多いくうてす 。 日本では 24時
間在宅て゛ケアをしていると家族の負担になって しまうし、施設にいたほ うがより質の高いケアを史
けられるとい う考 えを持つ大が多いて｀す。 しか しそれは日本はサモアのような大家方矢て｀はないのて゛
家オ笑一人ひとりの負担が大きくなちて しまうとい う社会背景があ ります。歩色設にいる高歯0若も夫に
よっては本当に家に帰 りた くて、 しか し帰れない理由 もあってくれぞれ複雑な事情 を抱 えてい るこ
ともあるとイムたちは理解する蜂妥があ ります。そのため不ムたちはその最持 ちを理解 し、その上で、「施
設にいる利用者の 1人」 とい う捉 え方や “して当た り前 "、 hしてあげる"などくういったかかわ り



























れてきた文化が逹 うため、意見が、iヾつかることや、やり方が違 うことは当然のことのように感 じる。
しかし、それはどちらが正しい、とい うことはなく、たとえ意見が食い逹 うことがあったとしても、
自分の考えをしっかり持ち、伝えてい くことはとても大切だととこの実習を通 して惑じたからである。





























▼  実習前は誰かの話をF耳互いても、ただFttRいているだけで自分がくれに対 してどう考えているのか考え
ずそのままにすることが多かった。この実習では毎日留学生はどんな風に考えているのだろう、くれ






















に相手と向 き合える/ブ が｀チームワークに関わって くる。言葉の壁が無 くても衝突する・うまくいかな
いことがあるとい うのは常に頭のナキ隅に置いておき、時には奏協 した り、十つの ものに回執 しないく
の余裕 を持つように したい。また、他者を思いやることも大切だが、自分の ことも考 えて無理は しな
いこと、半分は自分のためて'史い と尾えるようになっていきたい。この実習ではた くさんの人 と関わ
るナょヽかで、多くの場箇で感謝するときがあった。 しか し、日常的に使 っている感謝の言葉は日本では
どこか形式的に言葉や動作 を言っているように感 じていた。(れをtから言えるように、何をするに
も感謝の気持ちを忘れナょヽぃま うに していたいと思った。(小
'II)★  「積極的に挑戦する力と請めない力」が付いた。英語が警手だから、上手 く伝わらないからとい う
理由を持ち自分から積極的には話 しかけない とい うのが実習前の自分だった。 しか し、実習の中では
どうしたら相手に自分の思 っている気持ちを伝 えられるか、わかってもらえるか を考 え、自分のわか
る単語 を並べ “イ云えたい"とい う気持ちを常に持ち続け関わった。それで も伝わらない時はあったが、
伝わったときや相手の伝 えて くれたことを理解できたときは大変嬉 しかった。 この とき、自分の視野
が広が りもっとFttlわりたい と感 じることができた。また、相手の ことを宍口るうちに相手のことを受け














◆ 事前学習 していたのてサ モアの夫化を受け入れることはスムーズにでき、家族のことを大切に巡う
気持ちがあるからこく日本の施設て'行う医療にだ恣ったり、日本にいるとなかなか意識できないこと
を孜めて考え直すことができる史い機公になったため、自己の目標は逹成できました。たくさんのつ
らか った ことも経`検しなが ら、それで もその中か ら多くの ことを学び、とて も貴童な時間 を過 ごせ た、と感じています。でもやはリコミュニケーションでは、こんな｀にも苦労するとは思ってぃなかをたの
で、最初は正直戸恣うこともあf,ました。言葉が分からなくても、話してぃれば通 じるようにな｀るの
て゛はなヽヽか、と勝手に尾って、ヽま した。しか し、そんなことはすょ｀くて、お互いに理解 しようとした り、
何 とか伝 えよ うとした り、 くんな排力が大切なのだ、 と実惑 しました。(一恙)0 +年生の時に留学生支援のボランテ ィア (ッアさん、エメレさん)は行ったが、サモアの文化や習
1貫を具体的に宍口ることは出来なかった。また、ボランテ ィアて'は “働 く"時のむずか しさを宍口ること
は実際に次口ることはできないと思っていた。自分のなみの一つは向上tであり、自分の能力を高めるためにサヵt力することが好 きな｀方だと思ってぃる。その一方で自分 を高めようとするあまり、他者 と協
力することが苦手なときがある。弱 /_メは自分の意見を言 うことがき手て｀あ り、民P決力や決断力もない。
しか し、そのおかげで、考 えが深めることがて｀きると考えている。この実習はこのような｀自分のなみ
を生か し、弱み と向 き合 う機会になった。|っだけt残りだったのは、毎回のカ ンファレンスをもっ
と深めたものに出来たらとい うことて'ぁる。 しか し、実習全体 を尾い込 してみると、第一に言えるこ
とは「楽 しかった」である。コミュニケーションの壁に‐古しんだときもた くさんあったが、異文化 を
もつ人守が簡単には理解 しあえなヽぃ とぃ う難 しさを矢口った意味て'は実に充実 した時間であった。また、サモアの言語に触れた り、ダンスや歌 を教わって、サモアの文化 を体で体験することが出来て うれ しいと素直に感 じることがて｀ きた。また、留学生が日本の史さ (食事や風景、建物など)を女口り良い物だと言って くれた時はどこか誇 らしく思 えた。発して、な く尾 ったことは、サモアに行 きたいとぃ う
ことである。留学生から聞いたサモアの生活や、本だけぐは分からないくの国の空気に角虫れてみたぃ。2週間 を通 して、ぃぃチームワークを築けたのは、留学生の気遣ぃゃ陽気さに助けられてのことだと
思 う。‐イムたち6人の間では「あ りがとう、thank YOU、Fcafetoi」とぃ う言葉が常に飛び交っていた。互いを思いやる大切 さに気づいた り、理解 したぃとぃ う魚持ちて｀溢れていた2週間であった。(′卜,ll)
★ 自分 とは異なる危方や考え方について 自｀分 とは違 う"だけて'解決するのて゛ |よな くどうしてくう考えるのか、そうえるのかその背景を考え理解 しようと取 り組むことがて｀ きた。その中て'イムが当た り前と感 じていたことが著遍的ではなヽぃ こと、便イllて'あるが看義を行 う土て'大切に しなければならないこ
とに気づき、学びを深めることができた。実習が始まるまでは不安 と緊張でぃっぱぃてリ ミュニケー
ションやメンィヾ―のみんなと上手 くやれるのか、具体的にどんなことに注目して学びにつな｀げればぃいのかわからず不安だった。 しか し、実習を通 してコミュニケー ションの取 り方が分かった り、メンバーのみんなと協力して訳 してきた
',、 どんなところから学びにつなIずることがて'きるのかがわかっ
た り、学びの多ぃ充実 した実習にて｀ きた。国際看叢の技業、 ジョン先生の英語の技来、発してこの実
習を履修て｀ きて本当によかった。 この実習の学びは、将来、看叢戦者の一員として働 く場にス ウヽダフ
としてタト国の方がいたときにどうすれば効率まく共働て'きるか を考え実行するのに活かせると思 う。また、タト国の方に対 してではな く、日本ノ、の中でも様 マなヽ価値観、考 え方を持ってぃる方がいるので
















は じめに :オムは、公年度 2015年に推痛された 2名の学生の うちの I名として、日本における看護技術や技法、
人マに提供 されているサー ビスの建い を観察す る機会 を得 ま した。 さらに、 この実習の効果的な点はお互
いの国の火化や習慣 を紹介することにあ ります。 この実習て゛は、看讃の衣口識や技術、現在、提供 されてい
る標準的なサー ビスに関する教育に関 して、サモアと日本の P口弓で築かれた関係 を結び続けることを目的 と
しています。家オ笑や地域でのヘルスケアサー ビスの質の向上のための情親や矢口裁、技術 を共有するとい う
考えは、 このプログラムにより始められてお り、サモアと日本の間で交換 されている女口誠は、ヘル スケア
サー ビスにおける専 F弓的な見解に役立っています。
課題 |:日本での経験 をどうとらえたか? 日本へ行く前、イノ、は日本の文化や習慣 を矢口り、学、iヾことをとて
も楽しみにしていました。そして、私は日本で行われていることを理解するために、少 しですが、 日本に
ついての リサーチも行いました。イ/、にとって、日本の火化や習1資は、様ぞな点において独特なもので した。
日本の環境や人マは、逹 う強業の人マに関 しても、あらゆる点において秋意を示 していました。日本人は、
とても誠実であり、言葉に起実で、特に、時P口弓は生活をしていくうえで最も重要なものです。
私が目に した日本の医療や看装は様マな｀点で、イムを魅了しました。使用されている科学技術やイll用可能








課題 2:日本 での経験 を今後、 どのよ うに活かせ そ うか? オムの将来の 目標 は、助産師になることです。
この芽は、ずっと私が輿口末を持ち続け、達成 したい 目標です。しか しながら、この交流プログラムによ り、
人 でにケア を提供する他のすべての方法 を考 えるようにな りま した。 この交流 プログラムを重 して、 災客
看護の分野 を考 えるよ うにな り、輿ロオ、を持 ち始 めてぃます。 な｀ぜだかわか りませんが、災害看義を学、iヾこ
とに私の宍口裁は集中 してお り、 発のことをよ く考 えています。お癸らく、私の将来の選択肢 として、救怠
時や災害 といったときに、いつて'も行勃に移 し、注意 を急 らないて'いることを望 んでいるのだと尾います。
2009年に我が国に損害 を与 えた津波の ことを考 えると、 それはサモアの国全体にとって大きな恐怖であ
り、街撃です。 自然災害への対応 をよ くわかっている人 てもいますが、 その他の人では、 自然 災害が起 き
たときに、 どのよ うに行)しなければならな｀いか理解 していません。 この災害は不ムたちを脅か し、 また、
私たちは被害を受けた り、亡 くなったりした家方笑や友人のことを恙れることはで きないで しょう。しか し、
このことは、自然災害が起 きた時、 どのように行動すべ きか、サモアの大でを教育することヘ ロを向ける
ことにな りました。 なぜなら、 この災害は数百人 とい う万ヒ傷者 を出 した初めての津波だったか らです。 こ
れと同 じようなことを、あるサモアの哲学者 も述べています。「困難なことに衝拳 を文けるのはよい ことで




謝 辞 :長野県看讃大学の学長やスタッフの皆 さまには、 日本滞在中にお世話になるだけでな く、 この交流プ
ログラム参加のための資金援助 をしてぃただき、大きなBびとともに、感謝 を申 し上げます。私たちの 日
本でのスケジュールは余溶がなかったですが、2か所の高船者施設では、とて も親切に、くからの笑顔で私
たちを受け入れていただきま した。 あ りが とうございま した。 また、実習 をともに行った、まるて'姉妹の
よ うな 4人の学生にも感謝いた します。幸代先生 と今井先生においては、オムたちに対 し十抱強 くぃて くれ
たことや、 日本滞 在■のイムたちの安全を守って くれたことに軟意を表 します。
この交流プログラムすべては、互いの文化や習1貫、ヘルスケアサー ビスにおける技術や技法の違い を共
有することにより、サモアと日本の橋波 しとなるだけでな く、不ム自身の人生のケ乍くで もあ りま した。私、ScunoG
Ah―FじGは、看表専門戦 をめざすこの気持ちを楽に して くれた長野県看叢大学のすべてのテ白ヒさまの暖かさや
寛大 さに深 く感謝いた します。 どうか、 このプログラム をこれからも続けて ください。サモアの学生の看
表や医療ケアに対する理解の向上のために。
SOIttEttOケモノ さん 伊 p





は じめに :サモア回立大学 と長野県看叢大学の間で交わ されている短期交換留学事業は、健康に F口耳題 を
抱え何 らかの支援 を求めてぃる人でへの質の高いケアを提供する上で、お互いの国が どのよ うに して
いるかを学べる責童て'意義のある事業だと尾ぃます。2015年度は 7月 26日にサモアを発ち、8月 12
日帰国 しました。 自分にとっては、 ま り効果的でバワフルな々をつけ、経験 を積 /ュ、技術 をな く梯の
ような体験にな りました。看妻の核tともいえるものは「ケア」 その ものですので、 もしイムたちが提
供するサービスが受け入れてもらえず、不十分なものて｀あれば、住民の健康が損なわれて しまいます。
この事業は住民への健康における専 F弓我 としての方法や新 しぃアイデ ィアのようなもの、創造的なも
の を自分にもたらして くれました。 さらに、2つの国の間の違いで考ぃたのは、それぞれの国のヘル







国のシステムの建いや日本だからこ梁得られる経験 をえられることは、とても輿味深 く感 じらねました。





ク トを持って学べたのは、サモアではかなりなカロリーを摂取する「食事」に関する日本の トー タルな現









いま した。 それは リハ ビリテーションや在宅訪間のケアにおいても、です。サモアと日本の医療や看叢の
違いの一つは、まず経済的な背景の違いからくるリソースの十分 さと不十分 さであると気づ きま した。 ま
た、た とえばサモアにおける記欠口症のケアにはまだ確固とした、効果a,なマネジメン トがなされていませ
ん。ただ、たとえサモアと日本の間に経済的な格差があったとして も、この二国間の交換留学 システムは、
健康 を害 した人々にケアを行 う際の正確で可能性の高いま りRいケアを提供するためのお互いの国の矢口識
や情幸FRを共有・交換 し合 う機会 とな ります。





験 を獲得 しました。この経験は、将来、私が助産師として活功するとい う本来の目的と同じくらい、 1,ハビ
リテーション (社会復帰、機能復帰)とい う機能における専F弓家としての役害1も呆たてみたい、 との思いに
つながりました。 さらに母国で行われている 19nd9「loving co「9(恙衰に満ちたケア)と同 じように、母国
サモアでは日本て゛経験 したケアの方法を適用 してみたいと思っています。
災害看護については、滓波のような災害に装われたときに、 どんな対応 をするのかとい う点でサモアと日
本では類似点があると見出せま した。たとえば、津波が起 こった時、 その時とっさに何が起 こったのか、何
をすればよいのか人々はパニ ックになって しまいます。で も、 しっか りと教育がなされていれば、人 では安
全 を整記 して危険 を回避 し、少 しでも早 く高台へ と避難することがで きます。今回、い くつかの災官場盃 を
超定 した演習を通 して、 日本にはサモアでは見いだせなかった様な思ぃ付 きがある、 と実惑 しま した。経済
的な背景は花かに異なるサモアと日本ですが、固い友情 と絆で結ばれたこの事業が続 くFRり、 このよ うな看
妻の核tにもつながるアイデ ィアや情報 を共有 してい くことがで きると考えます。







*ノアさんからの レポー トの末戸毛に、 ノアさん自身が考えた日本語のメッセージがありましたので、共有さ
せてください。帰国 してもなお、日本とつながりたい、その気持ちがを しいですね。
“]Hi Watashi wa NOa‐san"
Watashi wa kono ryoko no tame ni,watashi O kOen shite itadaki arigatOgozailmasu.
Kore wa watashitachi no bOken ryOkO nO gakushu desu]DomoArigatogozailnashita,
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平成 27年度「卒業研究」演習      2015年8月4日(日)於:本学基礎看護実習室
災害 時 を想 定 したサ モアの看 護 学生 に よ る看 護 と看護技 術
長野県看護大学 4年 横谷美沙紀
指導教員 :宮越幸代・那須淳子・ 田村かお り (基礎看護学講座 )










夢例解説 :2009年サモア沖地震を想定 安否確認と自己紹介はかなり丁寧 着衣 (ラバラバ)を裂いて応急処置












氏  名 横谷 美沙紀
指導教員 宮越 幸代 准教授
那須 淳子 助教
田村 かお り 助手
【目的】サモアの看護学生 2名が災害発生を想定 した状況で行 う看護や看護技術 を観
察調査 し,日本 との違いやサモアの独 自性 を分析する。それを元に,災害時な ど日本で
の物的資源が限 られた状況で応用できる看護や看護技術 を考察す る とともに,国際協
力の際に紺象国に合つた看護協力の方法を検討するための示唆 を得 る。
【方法】サモア A大学の看護学生 2名に災害時を想定 した 4場面 -1)地震発生時の避
難行動,2)地震直後の搬送・創処置 。骨折の固定,3)患者のフィジカルアセスメン ト,4)
避難所での トリアージ ーにおける看護 と看護技術を実際に実施 してもらい,それ らを多角
的,全体的,及び洞察的に観察 し,正確 な描写化 と再構成 を行い,分析 した。
【結果】日本の看護や看護技術 との違いは,①想定 した事例の麻痺の原因に対 して「脊
椎損傷が考え られ る」とした判断,②骨折部の包帯固定や搬送,創処置におけるラバラ
バ (サモアの伝統的な腰巻布)の使用,③骨折部の副木固定にお けるバナナの木の使用 ,
④多量の消毒液 と深膿盆を用いた創処置,⑤患部を最 も厚 く巻いた包帯法に認められ
た。看護学生は全ての場面で患者への声掛けや働 きかけを優先 し,「I'm a nurse.」
や 「In my opinion・・・」,「She is my patient.」とい う発言を繰 り返 した.さらに
学生間での判断が異なっても,安易に自分の考えを翻す ことはなかった .
【考察】骨折部の包帯固定や搬送,創処置において使用 された ラバ ラバは, 日本にお
いては身近な着衣や手ぬ ぐいな どで代用す ることも可能であるが,大きさが十分で切
り裂 きやすい点ではサモアの独 自性 が考 えられた。日本 と違 つた看護や看護技術 につ
いて,麻痺の原 因を脊椎損傷 とした判断には 「①疾病構造の違いか らくる対象の とら
え方の違い」,創処置における多量の消毒液 と深月農盆の使用は 「②方法の違いからくる
使用物品の違い」,患部を最 も厚 く巻いた包帯法には 「③使用物品の材質の違いからく
る方法の違い」が考えられた。国際看護協力を行 う際には,日本 との違いを知識や技術
の不十分 さのみか ら見るのではなく,このよ うな違いの背景 となっている対象国の物
品や慣習・常識 を理解 した上で協力の方法を検討する必要性がある。また,常に患者を
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大学運営協議会  1 公的研究資金の運営・管理 |自己点検評価
長野県看護大学
〒399-4悧7長野県駒ヶ根市赤穂1694 TEと0265-8ヽ-5100(代表)FAXЮ265‐-81-1256
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鰯娃 サモア国立大学および長野県香護大学間|こおける交流事業学生短期交換蜜学「国際琶護実習」の概要
1.実施の経緯














実習生数 (2015年度終了時):本学に受け入れた留学生 16名,渡航 した本学学生 17名  合計 34名
実習生が著 した資料 :実習で学んだ内容や成果について,2005年度は双方の学生が国際学会で業同発表 した .
同じく2005年度 と2010年度には,本学学生が内容や成果を本学紀要に執筆 した (下記参照).
小澤杏奈.藤岡好美,結城美穂,田代麻里江:海外実習において看護学生が学んだサモアの文化と看護の特徴 (資料),
長野県看護大学紀要第7巻.2005年4月
菊池郁希,竹村麻紀,宮澤奈津美,宮越幸代 :サモア国立大学留学生を迎えての2009年度国際看護実習一学生の視点
で考えた実習の成果― (資料〉,長野県看護大学紀要第 13巻12011年3月.
4.近年の受入年の実施状況
留学生の進路や希望等を考慮した実習内容を検討 し,関心の広がりや能力の開拓につながることを期待 し内
容を企画している.2005年度留学生の 1名は卒後,日本の看護系大学院 (沖縄)に進学した。その後,現地地
元の島 (サバイイ島)での実習指導や本学学生の実習時間外の対応などで細やかに配慮くださっている。
来日した留学生の滞在中は,実習生以外の在校生も留学生と自由時間を共に楽しんだり,宿舎での生活全般
をサポ▼ 卜し,「英語力にこだわらず,一緒に過ごす経験が大事」「国際看護が身近に感じられた」等の感想を
寄せ,異文化的背景を持つ方々との共生を考えたり,日本の文化習慣を改めて見つめなおす経験となつている,
また,実習での企画や視察先では毎回,複数の既卒国際看護実習生による協力があり,成果報告会には一般市
民および他大学や近隣の学生,教員などの参加をいただき,本学への関心を高める機会ともなっている.2015
年度は在日サモア国大使館(東京)への表敬訪問を行い,留学生および本学実習生有志がシラ駐日大使らとの歓
談の機会をいただき,大使より今後の本実習への協力や支援のお申し出をいただいた.
H韓ガ
刀θ′窄 r早ちりι′′牢ノ
ん▼ノπμ
刀θlr牢辞歳 ′び牢ノ
′ガノクμ～塚♂/7
～ 現 在
本学受入年
(奇数年)
サモアロ立大学より
毎回男女各1名の
合計2名が留学
サモア渡航年
(偶数年)
本学より毎回4名
以内の学生が留学
サモア国立大学の学生と共同で日本の対象者を受け持ち,情報収集と問題点の抽出,ケア
の実践を共同で行い,互いが持つ文化や社会的背景が対象理解や看護実践にもたらす影響を
比較・考察する.さらに異文化的背景を持つ学生が日本国に滞在する際の対応を通して,彼
らのニーズを理解すると同時に, 自国の特徴的な文化・習慣に対する理解と表現力を高める
内容の例 :
長野県内外の医療施設の視察 (例:長野県立こども病院,松本協立病院,昭和伊南総合病
院,聖路加国際病院 など),老人保健施設での利用者受け持ち実習,乳児検診,母親教室 ,
国際協力機構 」ICA駒ヶ根青年海外協力隊訓練所,高齢者デイケアセンターなどの視察・懇
談会,大学の授業視察および一部行事への参加,実習成果報告会 など
内容の例 :
サモア国立大学病院,地域保健サービス局の視察,地域病院,地域の看護師が運営する病院
での実習および訪間看護実習,小学校等で看護職が担当する学校保健業務の視察および一部
参加,双方の文化交流会,大学の授業視察および一部行事への参加,実習成果報告会 など
開発途上国の暮らしと保健医療の現状を理解するとともに,サモア国立大学の学生との共
同学習や現地看護者との協働を通して,サモアと日本の看護や保健医療の違いを対比し考察
することで,双方の看護の特徴や看護の原則の普遍性を理解し,異文化的背景を持つ紺象ヘ
の看護や看護の国際的協働の基本となる力を養う
